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会津北嶺だより
第１０号 　第１０号

　
　
　
２
Ｂ
石
丸
幹
太
（
福
生
二
中
）・
２
Ｂ
岩
﨑
日
煌
（
赤
塚
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
木
村
洸
斗
（
本
郷
中
）・
２
Ｂ
與
儀
達
登
（
那
覇
中
）

　
　
　
２
Ｃ
伊
藤
優
輝
（
鹿
骨
中
）
２
Ｃ
釜
石
麗
恩
（
奥
中
山
中
）

　
　
　
２
Ｃ
森
合
琉
真
（
仁
井
田
中
）

・
会
津
美
里
町
大
俵
引
き

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
飯
島
統
生
（
印
西
中
）

　
　
　
１
Ａ
石
井
蒼
生
（
白
河
南
中
）・
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）

　
　
　
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）・
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）

　
　
　
１
Ｂ
青
柳
　
諒
（
若
松
五
中
）・
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）

　
　
　
１
Ｂ
今
村
充
希
（
新
堂
中
）・
１
Ｂ
加
藤
琉
冴
（
植
田
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）・
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）

　
　
　
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）・
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）・
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）・
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）

　
　
　
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）・
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）

・
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
東
日
本
大
会
２
０
２
５
〔
天
栄
村
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ｂ
青
柳
　
諒
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）・
１
Ｂ
今
村
充
希
（
新
堂
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）

　
　
　
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）・
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）

　
　
　
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）

　
　
　
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
２
Ａ
要
　
隼
（
下
郷
中
）・
２
Ａ
吉
田
凛
桜
（
深
川
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
石
丸
幹
太
（
福
生
二
中
）・
２
Ｂ
井
ノ
川
陽
太
（
羽
村
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
猪
股
叶
夢
（
鳴
峰
中
）・
２
Ｂ
大
城
勇
也
（
美
東
中
）

　
　
　
２
Ｂ
木
村
洸
斗
（
本
郷
中
）・
２
Ｂ
水
村
劉
之
介
（
金
子
中
）

　
　
　
２
Ｂ
吉
田
海
刀
（
羽
村
三
中
）・
２
Ｃ
釜
石
麗
恩
（
奥
中
山
中
）

　
　
　
２
Ｃ
渡
部
智
大
（
会
北
中
）

【
応
援
団
】

▼
野
球
部
大
会
　
応
援
演
奏

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
六
十
六
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

・
第
一
〇
七
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
四
十
八
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

▼
地
域
交
流
活
動

・
會
津
酒
音
祭 

１
０
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
〔
鶴
ヶ
城
二
の
丸
市
民
公
園
〕

・
会
津
若
松
警
察
署 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式
〔
会
津
若
松
駅
前
〕

・
磐
梯
熱
海
つ
る
り
ん
こ
祭
り
〔
郡
山
市
〕

　
　
　
１
Ｂ
大
野
瑞
葉
（
若
松
三
中
）・
１
Ｃ
高
橋
雅
市
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
２
Ａ
角
田
愛
琥
（
高
田
中
）・
３
Ｂ
大
野
雪
葉
（
若
松
三
中
）

　
　
　
３
Ｂ
深
野
聖
愛
（
若
松
一
中
）

▼
そ
の
他

・
日
本
基
督
教
団

　
　
東
北
教
区
夏
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
１
Ａ
小
林
　
勝
・
１
Ａ
水
野
蓮
太
郎

　
　
　
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
・
１
Ｂ
横
田
琴
華

　
　
　
１
Ｂ
吉
川
　
唯

・
日
本
基
督
教
団 

東
北
教
区
冬
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
１
Ｂ
横
田
琴
華
・
１
Ｂ
吉
川
　
唯

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
会
津
地
区
予
選
　
優
勝

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

ホームページ https://www.aizuhokurei.jp
TEL.0242-22-1004  FAX.0242-22-4442

学校法人石山学園

〒965-0031 福島県会津若松市相生町3-2
会津北嶺高等学校

機械科
自動車コース

普通科

　
2
0
２
5
年
度
　
部
活
動
等
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋
）

【
野
球
部
】

▼
大
会
成
績

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
出
場

・
第
六
十
六
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
ベ
ス
ト
４

・
第
一
〇
七
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会
　
準
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
８

・
第
四
十
八
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
福
島
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
　
選
抜
交
流
試
合
　
福
島
県
選
抜
選
手

　
　
３
Ａ
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
全
部
員
参
加

・
能
登
半
島
地
震
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〔
石
川
県
輪
島
市
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
石
井
蒼
生
（
白
河
南
中
）

　
　
　
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）・
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）

　
　
　
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）・
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）

　
　
　
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）・
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）・
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）

　
　
　
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）・
１
Ｂ
小
原
萌
愛
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）・
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）

　
　
　
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）・
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）

　
　
　
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）

　
　
　
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）

・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り
〔
猪
苗
代
町
〕

　
　
　
３
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
３
Ａ
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）

　
　
　
３
Ａ
三
村
朋
大
（
春
江
中
）・
３
Ｂ
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）

　
　
　
３
Ｂ
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）・
３
Ｂ
山
本
優
太
（
杉
中
）

　
　
　
３
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
３
Ｃ
太
田
倖
聖
（
荻
窪
中
）

　
　
　
３
Ｃ
田
原
一
聖
（
具
志
川
中
）　
　
　
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
出
場

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
八
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
戦
三
部
　
優
勝
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

・
第
二
十
回
　
会
津
美
里
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
高
校
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
優
勝
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

▼
地
域
交
流
活
動

・
ば
ん
げ
ま
っ
す
ぐ
駅
伝
２
０
２
５
〔
会
津
坂
下
町
〕

　
　
　
全
部
員
参
加

・
磐
梯
熱
海
つ
る
り
ん
こ
祭
り
〔
郡
山
市
〕

　
　
　
全
部
員
参
加

・
会
津
若
松
警
察
署 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式
〔
会
津
若
松
駅
前
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）

　
　
　
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）・
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）・
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）

　
　
　
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）・
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）・
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
要
　
隼
（
下
郷
中
）

　
　
　
２
Ａ
川
井
源
佑
（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
桑
名
　
駿
（
西
袋
中
）

　
　
　
２
Ａ
英
　
大
翔
（
草
加
中
）・
２
Ａ
眞
山
庸
寛
（
岡
津
中
）

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
１
６

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
　
会
津
地
区
大
会
　
優
勝

・
令
和
七
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
会
津
地
区
大
会
　
優
勝

・
令
和
七
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
１
６

・
二
〇
二
五
年
度
　
全
会
津
男
女
総
合
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
兼 

第
三
十
二
回
百
井
杯 

兼 

第
二
回
松
井
杯
　
第
３
位

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
　
会
津
地
区
大
会

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
３
位

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）・
３
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）・
３
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
　
　
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
出
場

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
八
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
三
部
　
優
勝

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

・
第
二
十
回
　
会
津
美
里
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
高
校
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
優
勝

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

【
卓
球
部
】

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
会
津
地
区
予
選
　
卓
球
競
技
　
県
大
会
進
出

　
　
　
２
Ｂ
　
小
熊
優
斗
（
若
松
一
中
）

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
卓
球
競
技
　
出
場

　
　
　
２
Ｂ
　
小
熊
優
斗
（
若
松
一
中
）

【
日
本
泳
法
部
】

・
全
会
津
春
季
室
内
選
手
権
　
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
優
勝
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

・
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
・
全
会
津
総
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
優
勝
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
４
×
５
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝

　
　
　
４
×
５
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

【
特
設
ボ
ク
シ
ン
グ
部
】

・
第
五
十
二
回
　
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
少
年
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
三
位

　
　
　
２
Ｃ
　
神
﨑
　
星

・
第
三
十
七
回
　
東
北
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
新
人
体
育
大
会

　
　
男
子
一
部
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
二
位

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
】

・「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
　
福
島
県
普
及
運
動
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
１
Ａ
竹
谷
　
椛
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
菊
地
結
夏
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
五
十
嵐
央
乃
（
下
郷
中
）・
１
Ａ
伊
東
未
織
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
宇
賀
未
結
（
湊
学
園
中
）・
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　
　
　
１
Ａ
吉
田
彩
梨
（
若
松
二
中
）・
１
Ｂ
泉
　
絢
奈
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ｂ
吉
川
　
唯
（
若
松
四
中
）・
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
香
（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
２
Ｂ
菊
地
琉
惺
（
河
東
学
園
）

　
　
　
２
Ｂ
鈴
木
蒼
羽
（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
貝
沼
博
揮
（
坂
下
中
）

　
　
　
２
Ｂ
永
井
龍
輝
（
河
東
学
園
）

・
第
三
十
七
回
会
津
若
松
市
鶴
ヶ
城
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
１
Ａ
五
十
嵐
央
乃
（
下
郷
中
）・
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
１
Ａ
吉
田
彩
梨
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ａ
小
林
　
勝
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
水
野
蓮
太
郎
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ａ
福
島
　
樹
（
若
松
三
中
）・
１
Ｂ
鈴
木
萌
香
（
猪
苗
代
中
）

　
　
　
１
Ｂ
石
原
心
葉
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
吉
川
　
唯
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
泉
　
絢
奈
（
若
松
五
中
）・
１
Ｂ
五
百
川
璃
乃
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）・
１
Ｂ
横
田
琴
華
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
愛
実
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
辻
澤
夏
葵
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
（
若
松
四
中
）・
１
Ｂ
髙
橋
杏
采
（
河
東
学
園
）

・
会
津
エ
リ
ア
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
１
Ｃ
丹
治
丈
瑠
（
常
葉
中
）・
２
Ａ
遠
藤
聖
和
（
坂
下
中
）

・
第
二
十
四
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
１
Ａ
竹
谷
　
椛
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
菊
地
結
夏
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）・
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
渡
部
愛
実
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）・
２
Ａ
遠
藤
聖
和
（
坂
下
中
）

　
　
　
２
Ａ
大
矢
優
空
（
一
箕
中
）・
２
Ｂ
鈴
木
愛
唯
（
北
会
津
中
）

　
　
　
２
Ｂ
帆
苅
柑
奈
（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
湯
田
有
咲
（
一
箕
中
）

【
個
人
参
加
】

・Ｒ
Ｈ
Ｆ
　
立
志
舎
高
校
生
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
　
東
北
大
会

　
　
高
校
生
フ
ィ
ジ
ー
ク
部
門
　
＋
１
７
０
㎝
ク
ラ
ス
　
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）

・Ｒ
Ｈ
Ｆ
　
立
志
舎
高
校
生
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
　
東
北
大
会

　
　
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
　
総
合
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）

・Ａ
Ｐ
Ｆ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

２
０
２
５

　
　
高
校
生
部
門
　
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）　

● 野球部、夏の甲子園
　 　　　　　　　福島県大会 準優勝！
● 野球部主将が開会式で選手宣誓
● バスケットボール部 全会津Ｖ３達成！
● 国際基督教大学（ICU）などに合格！ 
● 「会津北嶺祭」一般公開で大盛況！
● 台湾研修旅行や現地高校との交流事業など台湾プロジェクト始動！

We shall
          overcome !

北嶺祭一般公開

台湾研修旅行

校内競技大会

私
た
ち
は
、
の
り
越
え
ら
れ
る
！



会津北嶺だより 202６（令和８）年（２）会津北嶺だより（３）202６（令和８）年

　
 野
球
部
に
入
り
一
年
の
秋
に
ベ
ン
チ
入

り
を
果
た
し
た
も
の
の
、
私
は
二
年
の
春

に
再
び
ベ
ン
チ
外
を
経
験
す
る
挫
折
を
味

わ
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
悔

し
さ
を
闘
志
に
変
え
、
毎
日
バ
ッ
ト
を
振

り
込
み
ま
し
た
。
支
え
に
な
っ
た
の
は
い

つ
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い
る
仲
間
の
存

在
で
し
た
。
主
将
と
し
て
迎
え
た
三
年
目

の
春
に
怪
我
の
た
め
一
度
休
養
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
際
も
、
後
輩
達
の
「
県
大
会

ま
で
は
任
せ
て
下
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に

力
を
も
ら
い
頑
張
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
の
 集
大
成
と
な
る
夏
の
福
島

県
大
会
、
極
限
の
緊
張
感
の
中
で
担
当

さ
せ
て
頂
い
た
選
手
宣
誓
で
は
、
今
ま
で

の
努
力
が
言
葉
に
宿
り
、
最
高
の
形
で
高

校
最
後
の
夏
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
王
者
・
聖
光
学
院
と
の

決
勝
戦
、
応
援
を
背
に
放
っ
た
逆
転
打
、

そ
し
て
最
後
の
一
塁
へ
の
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
。
泥
だ
ら
け
で
駆
け
抜
け
た
あ

の
時
間
の
全
て
が
、私
の
一
生
の
財
産
で
す
。

　
 私
は
一
期
一
会
の
出
会
い
に
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
野
球
へ
の
道
を
与
え
て
く
れ

た
父
、努
力
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た
母
、

厳
し
く
も
温
か
く
導
い
て
下
さ
っ
た
先
生

方
や
指
導
者
の
方
々
、
そ
し
て
苦
楽
を
共

に
し
て
き
た
仲
間
達
。
今
の
私
が
あ
る
の

は
、
全
て
そ
う
し
た
人
々
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
卒
業
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
達
を

応
援
し
て
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
三
年
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
会
い
が
導
い
て
く
れ
た
準
優
勝

野
球
部

　主
将

　三
年
Ｃ
組

　五
十
嵐

　悠
斗

　
　
　
　
　
　（栃
木
県
若
松
原
中
）

県
大
会
を
終
え
て

 

〜 

野
球
部
・
応
援
団
の
思
い 

〜

　
会
津
北
嶺
野
球
部
は
お
か
げ
さ
ま
で
こ

の
夏
の
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
の
成
果
を

収
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
順
調
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
前
、
思

う
よ
う
に
結
果
が
出
せ
て
い
な
か
っ
た
私

は
、
チ
ー
ム
の
力
に
な
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
や
焦
り
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
同
級
生
を
は

じ
め
と
す
る
仲
間
か
ら
の
「
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
最
後
ま
で
一
緒
に
や
ろ
う
」
と

い
う
言
葉
で
し
た
。

　
そ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
再
び

前
を
向
く
決
意
を
し
た
私
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
利
用
し
な
が
ら
今
の
自
分
に
必
要
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
思
考
法
を
詳
し
く
調
べ
、

基
礎
か
ら
徹
底
的
に
練
習
を
見
直
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
す
ぐ
に
結
果
が
出
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
道
に
努
力
を

重
ね
る
中
で
少
し
ず
つ
自
信
を
取
り
戻
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
迎
え
た
最
後
の
県
予
選
で
は
、

優
勝
と
い
う
結
果
を
惜
し
く
も
逃
し
た
も

の
の
、
私
な
り
に
役
割
を
果
た
し
チ
ー
ム

に
貢
献
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り

チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
最
後
ま
で
戦
え
た
事

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
を
通

じ
て
学
ぶ
事
が
で
き
た
、
仲
間
を
信
じ
て

努
力
を
継
け
る
大
切
さ
を
今
後
の
人
生

の
糧
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

仲
間
と
共
に
戦
っ
た
日
々

野
球
部

　三
年
Ｂ
組

　
　小
林

　雄
陽
（
塩
川
中
）

　
私
は
応
援
団
の
部
長
と
し
て
、
今
回
の

野
球
部
の
快
進
撃
を
応
援
席
か
ら
見
守
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
六
月
に
行
わ
れ
た
福

島
県
大
会
の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を
ネ
ッ

ト
中
継
で
観
て
い
た
私
は
、
二
回
戦
で
大

会
第
三
シ
ー
ド
の
東
日
本
昌
平
高
校
と

当
た
る
事
を
知
り
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
応
援
団
の
私
が
弱
気
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
、
北
嶺
な
ら
必
ず
勝
て
る
、

今
年
こ
そ
優
勝
し
て
甲
子
園
で
応
援
す
る

ん
だ
。
そ
う
思
い
直
し
、
全
力
で
練
習
を

重
ね
、
本
番
の
演
奏
に
臨
み
ま
し
た
。
結

果
は
四
対
一
で
勝
利
。
本
校
の
野
球
部
が

福
島
県
大
会
で
初
め
て
シ
ー
ド
校
を
破
っ

た
歴
史
的
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
勢
い
を
保
っ
た
ま
ま
チ
ー
ム
は
勝
ち
進

み
、
準
決
勝
で
学
法
石
川
高
校
と
対
戦

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
第
二
シ
ー

ド
、
そ
れ
に
一
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
相
手
で
し
た
。
試
合
会

場
の
ヨ
ー
ク
い
わ
き
ス
タ
ジ
ア
ム
は
遠
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
生
徒
が
駆
け
つ

応
援
席
か
ら
観
た
、
北
嶺
の
夏

応
援
団

　三
年
Ｂ
組
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り
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し
た
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ま
る
で
ド
ラ

マ
の
よ
う
な
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
試

合
は
八
対
七
で
劇
的
な
勝
利
。
嬉
し
い
思

い
が
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
、
新
田
先
生
と
飛
び

上
が
っ
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
決
勝
戦
で
は
強
豪
の
聖
光
学

院
高
校
相
手
に
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
高
校
最
後
の
夏
に
こ
れ
以
上

な
い
ほ
ど
熱
い
応
援
を
行
え
た
事
を
本
当

に
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
野
球

部
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
れ
、
会
津
北
嶺
野
球
部
。
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会津北嶺だより 202６（令和８）年（２）会津北嶺だより（３）202６（令和８）年

　
 野
球
部
に
入
り
一
年
の
秋
に
ベ
ン
チ
入

り
を
果
た
し
た
も
の
の
、
私
は
二
年
の
春

に
再
び
ベ
ン
チ
外
を
経
験
す
る
挫
折
を
味

わ
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
悔

し
さ
を
闘
志
に
変
え
、
毎
日
バ
ッ
ト
を
振

り
込
み
ま
し
た
。
支
え
に
な
っ
た
の
は
い

つ
も
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い
る
仲
間
の
存

在
で
し
た
。
主
将
と
し
て
迎
え
た
三
年
目

の
春
に
怪
我
の
た
め
一
度
休
養
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
際
も
、
後
輩
達
の
「
県
大
会

ま
で
は
任
せ
て
下
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に

力
を
も
ら
い
頑
張
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
の
 集
大
成
と
な
る
夏
の
福
島

県
大
会
、
極
限
の
緊
張
感
の
中
で
担
当

さ
せ
て
頂
い
た
選
手
宣
誓
で
は
、
今
ま
で

の
努
力
が
言
葉
に
宿
り
、
最
高
の
形
で
高

校
最
後
の
夏
を
ス
タ
ー
ト
す
る
事
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
王
者
・
聖
光
学
院
と
の

決
勝
戦
、
応
援
を
背
に
放
っ
た
逆
転
打
、

そ
し
て
最
後
の
一
塁
へ
の
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
。
泥
だ
ら
け
で
駆
け
抜
け
た
あ

の
時
間
の
全
て
が
、私
の
一
生
の
財
産
で
す
。

　
 私
は
一
期
一
会
の
出
会
い
に
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
野
球
へ
の
道
を
与
え
て
く
れ

た
父
、努
力
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
た
母
、

厳
し
く
も
温
か
く
導
い
て
下
さ
っ
た
先
生

方
や
指
導
者
の
方
々
、
そ
し
て
苦
楽
を
共

に
し
て
き
た
仲
間
達
。
今
の
私
が
あ
る
の

は
、
全
て
そ
う
し
た
人
々
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
卒
業
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
達
を

応
援
し
て
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
三
年
間
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
会
い
が
導
い
て
く
れ
た
準
優
勝

野
球
部

　主
将

　三
年
Ｃ
組

　五
十
嵐

　悠
斗

　
　
　
　
　
　（栃
木
県
若
松
原
中
）

県
大
会
を
終
え
て

 
〜 

野
球
部
・
応
援
団
の
思
い 

〜

　
会
津
北
嶺
野
球
部
は
お
か
げ
さ
ま
で
こ

の
夏
の
選
手
権
大
会
で
準
優
勝
の
成
果
を

収
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
順
調
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
前
、
思

う
よ
う
に
結
果
が
出
せ
て
い
な
か
っ
た
私

は
、
チ
ー
ム
の
力
に
な
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
不
安
や
焦
り
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
、
同
級
生
を
は

じ
め
と
す
る
仲
間
か
ら
の
「
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
最
後
ま
で
一
緒
に
や
ろ
う
」
と

い
う
言
葉
で
し
た
。

　
そ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
再
び

前
を
向
く
決
意
を
し
た
私
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
利
用
し
な
が
ら
今
の
自
分
に
必
要
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
思
考
法
を
詳
し
く
調
べ
、

基
礎
か
ら
徹
底
的
に
練
習
を
見
直
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
が
す
ぐ
に
結
果
が
出
た

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
道
に
努
力
を

重
ね
る
中
で
少
し
ず
つ
自
信
を
取
り
戻
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
迎
え
た
最
後
の
県
予
選
で
は
、

優
勝
と
い
う
結
果
を
惜
し
く
も
逃
し
た
も

の
の
、
私
な
り
に
役
割
を
果
た
し
チ
ー
ム

に
貢
献
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り

チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
最
後
ま
で
戦
え
た
事

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
を
通

じ
て
学
ぶ
事
が
で
き
た
、
仲
間
を
信
じ
て

努
力
を
継
け
る
大
切
さ
を
今
後
の
人
生

の
糧
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

仲
間
と
共
に
戦
っ
た
日
々

野
球
部

　三
年
Ｂ
組

　
　小
林

　雄
陽
（
塩
川
中
）

　
私
は
応
援
団
の
部
長
と
し
て
、
今
回
の

野
球
部
の
快
進
撃
を
応
援
席
か
ら
見
守
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
六
月
に
行
わ
れ
た
福

島
県
大
会
の
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を
ネ
ッ

ト
中
継
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観
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い
た
私
は
、
二
回
戦
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大
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シ
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東
日
本
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平
高
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と
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る
事
を
知
り
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。

し
か
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、
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団
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私
が
弱
気
に
な
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は
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け
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、
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嶺
な
ら
必
ず
勝
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る
、

今
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援
す
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。
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、
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で
練
習
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、
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の
演
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に
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。
結
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の
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を
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史
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に
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し
た
。

　
勢
い
を
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た
ま
ま
チ
ー
ム
は
勝
ち
進

み
、
準
決
勝
で
学
法
石
川
高
校
と
対
戦

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
大
会
第
二
シ
ー

ド
、
そ
れ
に
一
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
相
手
で
し
た
。
試
合
会

場
の
ヨ
ー
ク
い
わ
き
ス
タ
ジ
ア
ム
は
遠
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
生
徒
が
駆
け
つ

応
援
席
か
ら
観
た
、
北
嶺
の
夏
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熱
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感
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今
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主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2025年度（令和7年度）進路決定状況（2月上旬現在）

進路決定割合・国際基督教大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・敬和学園大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・三育学院大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学
・活水女子大学

・青山学院大学
・桜美林大学
・尚絅学院大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・東洋英和女学院大学
・聖隷クリストファー大学
・平安女学院大学
・稚内北星学園大学
・沖縄キリスト教学院大学
　　　　　　　　　　　 等

　私
は
高
校
入
学
と
同
時
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　入
部
当
初
は
中
学
校
と
の
レ
ベ
ル
の
差

に
戸
惑
い
、
ス
ピ
ー
ド
や
体
力
、
判
断
力

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
高
い
レ
ベ
ル
が
求

め
ら
れ
る
厳
し
い
練
習
に
つ
い
て
い
け
ず
、

思
う
よ
う
に
プ
レ
ー
で
き
な
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
仲
間
と
の
実
力
差
に
落
ち

込
む
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
練
習
を

続
け
る
中
で
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
と
い
っ
た
基
本
的
な
内
容
に
意
識
し

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
少
し
ず
つ
自
分
の

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　ま

た
、
先
輩
方
の
プ
レ
ー
や
姿
勢
か
ら

多
く
の
事
を
学
び
、技
術
面
だ
け
で
な
く
、

礼
儀
や
責
任
感
の
大
切
さ
に
も
気
付
く

事
が
で
き
ま
し
た
。

　試
合
で
は
思
う
よ
う
に
活
躍
で
き
ず
に

悔
し
い
思
い
を
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ベ
ン
チ
か
ら
仲
間
を
応
援
し
た
り
、
声
を

出
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
た
り
す
る
の
も
大

切
な
役
割
だ
と
学
び
ま
し
た
。
同
じ
目

標
に
向
け
て
仲
間
と
努
力
で
き
る
経
験

は
、
部
活
動
な
ら
で
は
の
貴
重
な
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　一年
間
を
通
じ
て
、
技
術
だ
け
で
な
く

忍
耐
力
や
協
調
性
を
身
に
つ
け
る
事
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
春
か
ら
新
た
に
後
輩
達
も
入
っ
て

く
る
の
で
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
、
信
頼
さ
れ

る
先
輩
に
な
れ
る
よ
う
懸
命
に
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

成
長
を
実
感
で
き
た
一
年
間

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
一
年
B
組

　
　
久
下
　
竜
磨
（
河
東
学
園
）

部
活
動
の
声

　私
が
所
属
し
て
い
る
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
は

本
校
に
し
か
な
い
特
別
な
部
活
動
で
、
聖

書
に
つ
い
て
深
く
学
べ
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
み
ん

な
で
聖
書
を
読
ん
だ
り
関
連
動
画
を
観

た
り
し
て
、
そ
の
内
容
を
ど
う
感
じ
た
か
、

ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
等
を
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。

　そ
う
し
た
対
話
で
は
決
し
て
一
つ
の
答

え
を
求
め
ず
、
一
人
一
人
の
感
じ
方
や
考

え
方
を
互
い
に
尊
重
す
る
事
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
担
当
の
先
生
方
も
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
否
定
せ
ず
、
丁
寧
に
耳
を
傾
け

て
下
さ
る
の
で
安
心
し
て
参
加
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

　私
は
元
々
人
と
話
し
た
り
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
た
り
す
る
の
が
あ
ま
り
得
意
な

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
部

活
動
を
通
し
て
、
無
理
に
話
そ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
の
中
で
考
え

を
ま
と
め
る
事
が
大
切
だ
と
気
付
き
、

仲
間
の
意
見
を
聴
く
事
に
よ
っ
て
考
え
の

幅
を
広
げ
る
事
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

優
し
い
先
輩
方
や
先
生
方
、
仲
間
達
と
一

緒
に
過
ご
す
中
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。　聖

書
を
通
し
て
自
分
の
考
え
方
に
迫
る

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
得
た
学
び
は
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
新
入
生
が
入
学
し

て
く
る
の
で
先
輩
と
し
て
こ
ち
ら
か
ら
進

ん
で
声
を
か
け
る
よ
う
に
意
識
し
て
行
動

し
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
で
き
る
だ

け
増
や
し
た
い
で
す
。
い
つ
も
温
か
く
見

守
り
、
導
い
て
下
さ
る
担
当
の
先
生
方
へ

の
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
積
極

的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

北
嶺
に
し
か
な
い
部
活
動

ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
　
一
年
Ａ
組

　
　
大
庭
　
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　入
学
し
た
頃
は
、
慣
れ
な
い
学
習
環
境

で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
次
第
に

楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
行
事
を
は
じ
め
、
様
々
な
活

動
が
行
わ
れ
る
中
で
私
が
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
だ
の
が
、学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

　学
習
面
で
は
、
定
期
考
査
の
二
週
間

前
か
ら
図
書
館
や
塾
な
ど
を
使
い
、
中
学

時
代
以
上
に
試
験
対
策
を
行
な
い
ま
し

た
。
苦
手
教
科
や
難
し
い
問
題
の
解
法
を

理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
思
う
よ

う
に
学
習
が
進
ま
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強
方
法
を
考
え
な

が
ら
工
夫
し
て
進
め
た
結
果
、
入
学
時
に

目
標
に
掲
げ
て
い
た
ク
ラ
ス
首
位
を
二
度

連
続
で
獲
得
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
中
学

時
代
は
参
加
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
一
年
間
で
二
回
参
加
し
ま
し

た
。
活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の
方
に
対
す

る
考
え
方
を
深
め
、
知
識
を
広
げ
る
事

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や

他
校
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
中
で
、
協
力

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　四
月
か
ら
二
学
年
に
進
級
し
、
今
後
は

後
輩
を
迎
え
て
先
輩
の
立
場
と
し
て
過
ご

し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

ど
ん
な
時
も
先
輩
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
、
今
ま
で
の
一
年
間
以
上
に
挨
拶

や
マ
ナ
ー
等
、
当
た
り
前
の
行
動
を
当
た

り
前
に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
学
習
す
る
内
容
も

難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
常
に
メ
リ
ハ
リ

を
意
識
し
な
が
ら
行
動
し
、
定
期
考
査

で
現
在
の
成
績
を
守
り
、
さ
ら
に
高
め
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

目
標
を
実
現
で
き
た
こ
の
一
年

一
年
Ａ
組

　
　
　 

菊
地
　
結
夏
（
若
松
五
中
）

　高
校
入
学
後
の
一
年
間
、
私
は
学
級
委

員
長
や
生
徒
会
副
会
長
、
北
嶺
祭
実
行

委
員
、
バ
ン
ド
発
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
様
々
な
事
に
挑
戦
し
、
と
て
も
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　学
級
委
員
長
に
立
候
補
し
た
の
は
、
ク

ラ
ス
を
ま
と
め
る
役
割
を
担
い
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
実
際
に
務
め
て

み
る
と
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
は
想
像

以
上
に
異
な
り
、
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め

る
事
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
思
う

よ
う
に
い
か
ず
悔
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
仲
間
と

真
剣
に
物
事
に
向
き
合
う
大
切
さ
を
学

ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　バ
ン
ド
発
表
で
は
北
嶺
祭
と
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
で
演
奏
し
、
北
嶺
祭
で
は
椎
名
林

檎
の
曲
と
「
小
さ
な
恋
の
う
た
」
の
二
曲

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
か
ら
ベ
ー

ス
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
の
曲

も
難
易
度
が
高
く
、
五
月
か
ら
練
習
を

始
め
て
も
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
夏
休
み
も
ほ
ぼ
毎
日
登
校
し

て
練
習
に
励
み
、
放
課
後
も
先
生
や
先

輩
方
に
遅
く
ま
で
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら

本
番
に
備
え
ま
し
た
。

　直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
問
題
な
く
演

奏
で
き
た
も
の
の
、
本
番
で
は
緊
張
か
ら

ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
、
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で

す
。
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
対
す
る

申
し
訳
な
さ
と
悔
し
さ
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
次
こ
そ
納
得
の
い
く
演
奏
が
で
き
る

よ
う
、
再
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
も
な
く
二
学
年
に
進
級
し
、
先
輩
の

立
場
に
な
り
ま
す
。
一
年
間
の
反
省
を
今

度
は
力
に
変
え
て
、
後
輩
達
に
高
校
生

活
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
動
い
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
積
極
的
な
一
年
に

一
年
Ｂ
組

　 　
　
𠮷
川
　
唯
（
若
松
四
中
）

特別進学コース概要

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

その他

合計

希望者 決定者 割合

0

20

1

0

2

1

24

0

20

1

0

2

1

24

0%

83%

4%

0%

8%

4%

100%

国公立短大
4%

専門学校
8%

私立大学
83%

その他/受験中
4%

日本経済大学
江戸川大学

八戸工業大学
秀明大学

麻布大学
文京学院大学

日本大学
東海大学
帝京大学
亜細亜大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学

日本工業大学
城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学

会津短期大学
千葉科学大学
郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
足利大学　 など多数

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　台
湾
へ
の
修
学
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て

初
め
て
尽
く
し
の
四
日
間
に
な
り
ま
し

た
。
行
き
先
が
海
外
だ
と
決
ま
っ
た
時
は

初
め
て
の
海
外
に
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
台
湾
を
訪
れ
る
と
文

化
や
習
慣
の
違
い
に
驚
き
、
違
い
を
肌
で

感
じ
ら
れ
る
事
が
面
白
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　特
に
驚
い
た
の
は
そ
の
食
文
化
で
す
。

台
湾
の
料
理
は
香
辛
料
が
豊
富
で
、
香

り
を
嗅
ぐ
と
し
ば
ら
く
鼻
に
残
る
ほ
ど
で

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
ど
の
料
理
も

食
べ
て
み
る
と
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。

九
份
の
屋
台
で
食
べ
た
臭
豆
腐
の
味
も
印

象
的
で
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
夜
市
の
賑
わ
い
も
特
別
で
、
食
べ
物
や

洋
服
、
輪
投
げ
な
ど
の
多
彩
な
屋
台
が

並
び
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　言
語
や
習
慣
な
ど
、
台
湾
と
日
本
に

は
様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
人
々
の

優
し
さ
や
互
い
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
姿

勢
に
共
通
点
を
感
じ
ま
し
た
。
台
湾
文

化
の
奥
深
さ
に
触
れ
、
異
文
化
に
触
れ
る

魅
力
を
実
感
で
き
た
素
晴
ら
し
い
旅
行
で

し
た
。

異
文
化
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と

二
年
Ｂ
組

　
　 

水
村
　
劉
之
介
（
金
子
中
）

　多
数
の
資
格
を
得
た
生
徒
に
贈
ら
れ
る

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
取
得
を
目
標
に

私
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
危
険
物
取

扱
者
の
乙
種
第
四
類
で
し
た
。
試
験
勉
強

は
大
変
で
し
た
が
放
課
後
に
先
生
が
行
っ

て
下
さ
っ
た
特
別
講
習
で
要
点
の
確
認
や

効
果
的
な
勉
強
法
を
教
え
て
頂
き
な
が

ら
効
率
的
に
対
策
し
た
結
果
、
無
事
合

格
で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
を
自
信
に
今
度
は
危
険
物
取
扱

者
の
最
高
位
の
甲
種
取
得
を
目
標
に
掲

げ
た
私
は
、
ま
ず
は
乙
種
の
第
一
類
と
第

三
類
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
独
学
で
の
勉
強

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
無
事
ど
ち
ら
も

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は

乙
種
第
二
類
と
第
五
類
の
取
得
に
向
け
て

勉
強
中
で
す
。

　資
格
試
験
を
通
し
て
、
挑
戦
す
る
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
春
か
ら
社
会

人
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
常
に
高
い
目

標
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

乙
種
四
類
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
挑
戦

三
年
C
組

　 　
山
口
　魁
斗
（
河
東
学
園
）

　
　
　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

2025年度（令和７年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
20
１
0
2
０
0
1
24

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
4
0
0
6
0
17
0
27

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
6
1
0
5
0
15
0
27

　期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
入

学
当
初
は
慣
れ
な
い
校
舎
や
新
し
い
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
、
先
生
方
と
の
出
会
い
に
緊
張

し
、
高
校
な
ら
で
は
の
勉
強
の
難
し
さ
に

戸
惑
う
事
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
日
々
の

生
活
の
中
で
少
し
ず
つ
そ
う
し
た
環
境
に

慣
れ
、
自
分
な
り
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　中
学
時
代
に
は
な
か
っ
た
工
学
の
専
門

科
目
で
は
、
資
格
取
得
を
意
識
し
た
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
難
し
さ
は
あ

り
ま
す
が
具
体
的
な
目
標
が
あ
る
分
、

他
の
教
科
以
上
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　最
初
に
抱
い
て
い
た
不
安
は
今
で
は

す
っ
か
り
消
え
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す

事
が
で
き
て
い
ま
す
。
満
足
の
い
く
成
績

を
残
せ
た
こ
の
一
年
間
に
続
い
て
二
年
生

で
も
毎
日
を
大
切
に
し
、
一
歩
ず
つ
着
実

に
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

成
長
を
感
じ
ら
れ
た
一
年

一
年
Ｃ
組

　
　 

唐
橋
　
志
友
（
喜
多
方
三
中
）



会津北嶺だより 202６（令和８）年（４）会津北嶺だより（５）202６（令和８）年

主な指定校推薦の入試枠実績

同
盟
校

2025年度（令和7年度）進路決定状況（2月上旬現在）

進路決定割合・国際基督教大学
・東北学院大学
・宮城学院女子大学
・敬和学園大学
・桃山学院大学
・西南学院大学
・三育学院大学
・大阪女学院大学
・広島女学院大学
・活水女子大学

・青山学院大学
・桜美林大学
・尚絅学院大学
・聖学院大学
・山梨英和大学
・東洋英和女学院大学
・聖隷クリストファー大学
・平安女学院大学
・稚内北星学園大学
・沖縄キリスト教学院大学
　　　　　　　　　　　 等

　私
は
高
校
入
学
と
同
時
に
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
、
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

　入
部
当
初
は
中
学
校
と
の
レ
ベ
ル
の
差

に
戸
惑
い
、
ス
ピ
ー
ド
や
体
力
、
判
断
力

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
高
い
レ
ベ
ル
が
求

め
ら
れ
る
厳
し
い
練
習
に
つ
い
て
い
け
ず
、

思
う
よ
う
に
プ
レ
ー
で
き
な
い
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
仲
間
と
の
実
力
差
に
落
ち

込
む
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
練
習
を

続
け
る
中
で
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
と
い
っ
た
基
本
的
な
内
容
に
意
識
し

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
少
し
ず
つ
自
分
の

成
長
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　ま

た
、
先
輩
方
の
プ
レ
ー
や
姿
勢
か
ら

多
く
の
事
を
学
び
、技
術
面
だ
け
で
な
く
、

礼
儀
や
責
任
感
の
大
切
さ
に
も
気
付
く

事
が
で
き
ま
し
た
。

　試
合
で
は
思
う
よ
う
に
活
躍
で
き
ず
に

悔
し
い
思
い
を
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ベ
ン
チ
か
ら
仲
間
を
応
援
し
た
り
、
声
を

出
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
た
り
す
る
の
も
大

切
な
役
割
だ
と
学
び
ま
し
た
。
同
じ
目

標
に
向
け
て
仲
間
と
努
力
で
き
る
経
験

は
、
部
活
動
な
ら
で
は
の
貴
重
な
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　一年
間
を
通
じ
て
、
技
術
だ
け
で
な
く

忍
耐
力
や
協
調
性
を
身
に
つ
け
る
事
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
春
か
ら
新
た
に
後
輩
達
も
入
っ
て

く
る
の
で
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
選
手
、
信
頼
さ
れ

る
先
輩
に
な
れ
る
よ
う
懸
命
に
努
力
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
。

　皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

成
長
を
実
感
で
き
た
一
年
間

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
一
年
B
組

　
　
久
下
　
竜
磨
（
河
東
学
園
）

部
活
動
の
声

　私
が
所
属
し
て
い
る
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
は

本
校
に
し
か
な
い
特
別
な
部
活
動
で
、
聖

書
に
つ
い
て
深
く
学
べ
る
の
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
み
ん

な
で
聖
書
を
読
ん
だ
り
関
連
動
画
を
観

た
り
し
て
、
そ
の
内
容
を
ど
う
感
じ
た
か
、

ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
等
を
語
り
合
っ
て

い
ま
す
。

　そ
う
し
た
対
話
で
は
決
し
て
一
つ
の
答

え
を
求
め
ず
、
一
人
一
人
の
感
じ
方
や
考

え
方
を
互
い
に
尊
重
す
る
事
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
担
当
の
先
生
方
も
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
否
定
せ
ず
、
丁
寧
に
耳
を
傾
け

て
下
さ
る
の
で
安
心
し
て
参
加
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

　私
は
元
々
人
と
話
し
た
り
自
分
の
気
持

ち
を
伝
え
た
り
す
る
の
が
あ
ま
り
得
意
な

方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
部

活
動
を
通
し
て
、
無
理
に
話
そ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
の
中
で
考
え

を
ま
と
め
る
事
が
大
切
だ
と
気
付
き
、

仲
間
の
意
見
を
聴
く
事
に
よ
っ
て
考
え
の

幅
を
広
げ
る
事
も
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

優
し
い
先
輩
方
や
先
生
方
、
仲
間
達
と
一

緒
に
過
ご
す
中
で
、
自
分
の
思
い
や
考
え

を
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。　聖

書
を
通
し
て
自
分
の
考
え
方
に
迫
る

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
得
た
学
び
は
私

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
新
入
生
が
入
学
し

て
く
る
の
で
先
輩
と
し
て
こ
ち
ら
か
ら
進

ん
で
声
を
か
け
る
よ
う
に
意
識
し
て
行
動

し
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
で
き
る
だ

け
増
や
し
た
い
で
す
。
い
つ
も
温
か
く
見

守
り
、
導
い
て
下
さ
る
担
当
の
先
生
方
へ

の
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
今
後
も
積
極

的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

北
嶺
に
し
か
な
い
部
活
動

ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
　
一
年
Ａ
組

　
　
大
庭
　
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　入
学
し
た
頃
は
、
慣
れ
な
い
学
習
環
境

で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
た
事
も
あ
り
ま

し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
次
第
に

楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
行
事
を
は
じ
め
、
様
々
な
活

動
が
行
わ
れ
る
中
で
私
が
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
だ
の
が
、学
習
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

　学
習
面
で
は
、
定
期
考
査
の
二
週
間

前
か
ら
図
書
館
や
塾
な
ど
を
使
い
、
中
学

時
代
以
上
に
試
験
対
策
を
行
な
い
ま
し

た
。
苦
手
教
科
や
難
し
い
問
題
の
解
法
を

理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
思
う
よ

う
に
学
習
が
進
ま
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
に
合
っ
た
勉
強
方
法
を
考
え
な

が
ら
工
夫
し
て
進
め
た
結
果
、
入
学
時
に

目
標
に
掲
げ
て
い
た
ク
ラ
ス
首
位
を
二
度

連
続
で
獲
得
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
も
中
学

時
代
は
参
加
し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
の
一
年
間
で
二
回
参
加
し
ま
し

た
。
活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の
方
に
対
す

る
考
え
方
を
深
め
、
知
識
を
広
げ
る
事

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
や

他
校
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
中
で
、
協
力

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　四
月
か
ら
二
学
年
に
進
級
し
、
今
後
は

後
輩
を
迎
え
て
先
輩
の
立
場
と
し
て
過
ご

し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

ど
ん
な
時
も
先
輩
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
よ
う
、
今
ま
で
の
一
年
間
以
上
に
挨
拶

や
マ
ナ
ー
等
、
当
た
り
前
の
行
動
を
当
た

り
前
に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
学
習
す
る
内
容
も

難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
常
に
メ
リ
ハ
リ

を
意
識
し
な
が
ら
行
動
し
、
定
期
考
査

で
現
在
の
成
績
を
守
り
、
さ
ら
に
高
め
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

目
標
を
実
現
で
き
た
こ
の
一
年

一
年
Ａ
組

　
　
　 

菊
地
　
結
夏
（
若
松
五
中
）

　高
校
入
学
後
の
一
年
間
、
私
は
学
級
委

員
長
や
生
徒
会
副
会
長
、
北
嶺
祭
実
行

委
員
、
バ
ン
ド
発
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
様
々
な
事
に
挑
戦
し
、
と
て
も
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　学
級
委
員
長
に
立
候
補
し
た
の
は
、
ク

ラ
ス
を
ま
と
め
る
役
割
を
担
い
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
実
際
に
務
め
て

み
る
と
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
方
は
想
像

以
上
に
異
な
り
、
全
体
を
一
つ
に
ま
と
め

る
事
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
思
う

よ
う
に
い
か
ず
悔
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
仲
間
と

真
剣
に
物
事
に
向
き
合
う
大
切
さ
を
学

ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。

　バ
ン
ド
発
表
で
は
北
嶺
祭
と
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
で
演
奏
し
、
北
嶺
祭
で
は
椎
名
林

檎
の
曲
と
「
小
さ
な
恋
の
う
た
」
の
二
曲

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
中
学
時
代
か
ら
ベ
ー

ス
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
の
曲

も
難
易
度
が
高
く
、
五
月
か
ら
練
習
を

始
め
て
も
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
夏
休
み
も
ほ
ぼ
毎
日
登
校
し

て
練
習
に
励
み
、
放
課
後
も
先
生
や
先

輩
方
に
遅
く
ま
で
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら

本
番
に
備
え
ま
し
た
。

　直
前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
問
題
な
く
演

奏
で
き
た
も
の
の
、
本
番
で
は
緊
張
か
ら

ミ
ス
を
し
て
し
ま
い
、
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で

す
。
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
対
す
る

申
し
訳
な
さ
と
悔
し
さ
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
次
こ
そ
納
得
の
い
く
演
奏
が
で
き
る

よ
う
、
再
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
も
な
く
二
学
年
に
進
級
し
、
先
輩
の

立
場
に
な
り
ま
す
。
一
年
間
の
反
省
を
今

度
は
力
に
変
え
て
、
後
輩
達
に
高
校
生

活
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
積
極
的

に
動
い
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ら
に
積
極
的
な
一
年
に

一
年
Ｂ
組

　 　
　
𠮷
川
　
唯
（
若
松
四
中
）

特別進学コース概要

国公立大学

私立大学

国公立短大

私立短大

専門学校

その他

合計

希望者 決定者 割合

0

20

1

0

2

1

24

0

20

1

0

2

1

24

0%

83%

4%

0%

8%

4%

100%

国公立短大
4%

専門学校
8%

私立大学
83%

その他/受験中
4%

日本経済大学
江戸川大学

八戸工業大学
秀明大学

麻布大学
文京学院大学

日本大学
東海大学
帝京大学
亜細亜大学
神奈川大学
玉川大学
福島学院大学
奥羽大学
東京電機大学
城西大学
東北工業大学
医療創生大学
仙台白百合女子大学
東日本国際大学
新潟薬科大学

日本工業大学
城西国際大学
東京福祉大学
文星芸術大学
多摩大学
東北文化学園大学
埼玉工業大学
作新学院大学
新潟産業大学
日本薬科大学
東北公益文科大学
長岡大学
石巻専修大学
関東学園大学
東京工芸大学

会津短期大学
千葉科学大学
郡山女子大学
宇都宮共和大学
新潟リハビリテーション大学
静岡産業大学
金城学院大学
湘南工科大学
北翔大学
ものづくり大学
中部学院大学
和光大学
愛知工業大学
北海道科学大学
足利大学　 など多数

一
年
間
を
振
り
返
っ
て

　台
湾
へ
の
修
学
旅
行
は
、
私
に
と
っ
て

初
め
て
尽
く
し
の
四
日
間
に
な
り
ま
し

た
。
行
き
先
が
海
外
だ
と
決
ま
っ
た
時
は

初
め
て
の
海
外
に
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
台
湾
を
訪
れ
る
と
文

化
や
習
慣
の
違
い
に
驚
き
、
違
い
を
肌
で

感
じ
ら
れ
る
事
が
面
白
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　特
に
驚
い
た
の
は
そ
の
食
文
化
で
す
。

台
湾
の
料
理
は
香
辛
料
が
豊
富
で
、
香

り
を
嗅
ぐ
と
し
ば
ら
く
鼻
に
残
る
ほ
ど
で

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
ど
の
料
理
も

食
べ
て
み
る
と
美
味
し
く
感
じ
ま
し
た
。

九
份
の
屋
台
で
食
べ
た
臭
豆
腐
の
味
も
印

象
的
で
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
夜
市
の
賑
わ
い
も
特
別
で
、
食
べ
物
や

洋
服
、
輪
投
げ
な
ど
の
多
彩
な
屋
台
が

並
び
、
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　言
語
や
習
慣
な
ど
、
台
湾
と
日
本
に

は
様
々
な
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
人
々
の

優
し
さ
や
互
い
に
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
姿

勢
に
共
通
点
を
感
じ
ま
し
た
。
台
湾
文

化
の
奥
深
さ
に
触
れ
、
異
文
化
に
触
れ
る

魅
力
を
実
感
で
き
た
素
晴
ら
し
い
旅
行
で

し
た
。

異
文
化
に
触
れ
て
感
じ
た
こ
と

二
年
Ｂ
組

　
　 

水
村
　
劉
之
介
（
金
子
中
）

　多
数
の
資
格
を
得
た
生
徒
に
贈
ら
れ
る

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
の
取
得
を
目
標
に

私
が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
危
険
物
取

扱
者
の
乙
種
第
四
類
で
し
た
。
試
験
勉
強

は
大
変
で
し
た
が
放
課
後
に
先
生
が
行
っ

て
下
さ
っ
た
特
別
講
習
で
要
点
の
確
認
や

効
果
的
な
勉
強
法
を
教
え
て
頂
き
な
が

ら
効
率
的
に
対
策
し
た
結
果
、
無
事
合

格
で
き
ま
し
た
。

　そ
れ
を
自
信
に
今
度
は
危
険
物
取
扱

者
の
最
高
位
の
甲
種
取
得
を
目
標
に
掲

げ
た
私
は
、
ま
ず
は
乙
種
の
第
一
類
と
第

三
類
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
独
学
で
の
勉
強

で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
無
事
ど
ち
ら
も

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は

乙
種
第
二
類
と
第
五
類
の
取
得
に
向
け
て

勉
強
中
で
す
。

　資
格
試
験
を
通
し
て
、
挑
戦
す
る
事

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
春
か
ら
社
会

人
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
常
に
高
い
目

標
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

乙
種
四
類
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
挑
戦

三
年
C
組

　 　
山
口
　魁
斗
（
河
東
学
園
）

　
　
　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー

2025年度（令和７年度）進路決定状況　（コース別）　2月上旬現在
○ 普通科 特別進学コース ○ 普通科 総合進学コース ○ 機械科 自動車コース

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
20
１
0
2
０
0
1
24

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
4
0
0
6
0
17
0
27

国公立大学
私立大学
国公立短大
私立短大
専門学校
公務員
就　職
その他
合　計

0
6
1
0
5
0
15
0
27

　期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
入

学
当
初
は
慣
れ
な
い
校
舎
や
新
し
い
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
、
先
生
方
と
の
出
会
い
に
緊
張

し
、
高
校
な
ら
で
は
の
勉
強
の
難
し
さ
に

戸
惑
う
事
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
日
々
の

生
活
の
中
で
少
し
ず
つ
そ
う
し
た
環
境
に

慣
れ
、
自
分
な
り
の
リ
ズ
ム
を
つ
か
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　中
学
時
代
に
は
な
か
っ
た
工
学
の
専
門

科
目
で
は
、
資
格
取
得
を
意
識
し
た
勉

強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
難
し
さ
は
あ

り
ま
す
が
具
体
的
な
目
標
が
あ
る
分
、

他
の
教
科
以
上
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　最
初
に
抱
い
て
い
た
不
安
は
今
で
は

す
っ
か
り
消
え
、
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
す

事
が
で
き
て
い
ま
す
。
満
足
の
い
く
成
績

を
残
せ
た
こ
の
一
年
間
に
続
い
て
二
年
生

で
も
毎
日
を
大
切
に
し
、
一
歩
ず
つ
着
実

に
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

成
長
を
感
じ
ら
れ
た
一
年

一
年
Ｃ
組

　
　 

唐
橋
　
志
友
（
喜
多
方
三
中
）



会津北嶺だより 202６（令和８）年（６）会津北嶺だより（７）202６（令和８）年

先
輩
方
の
印
象
等
、
全
体
的
に
良
い
印

象
を
持
っ
た
事
を
理
由
に
受
験
の
意
志
を

固
め
ま
し
た
。

　
受
験
科
目
と
な
っ
た
小
論
文
試
験
対

策
で
は
、
試
験
前
日
ま
で
放
課
後
に
学
校

に
残
っ
て
担
当
の
先
生
方
か
ら
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。
私
な
り
に
一
生
懸
命
対
策

し
ま
し
た
が
、
小
論
文
試
験
は
い
わ
ゆ
る

筆
記
問
題
と
違
い
、
自
分
が
獲
得
し
た

点
数
が
明
確
に
分
か
ら
な
い
為
、
本
当
に

大
丈
夫
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
力
に
な
っ
た
の
が
一
緒
に
勉

強
し
て
い
る
仲
間
の
存
在
で
し
た
。
辛
く

て
不
安
な
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
同
じ

境
遇
の
仲
間
が
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
事
で

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
無
事
合
格
を

果
た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
年
間
の
高
校
生
活
を
通
し
て
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
自
分
を
発
見
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
で
も
さ
ら

に
自
分
を
成
長
さ
せ
る
事
が
で
き
る
よ

う
、
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
学
び
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

三
年
A
組

小
椋

　結
月

　（裏
磐
梯
中
）

感
謝
を
胸
に
　新
た
な
学
び
へ
　

　国
際
基
督
教
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
養
学
部

　合
格

合
格
・
内
定
者
の
声

　
私
が
国
際
基
督
教
大
学
（
I
C
U
）

を
志
望
し
た
の
は
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の

中
で
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
自
分
の
視

野
を
広
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
推

薦
入
試
の
対
策
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
支
え

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
最
後
ま
で
乗
り
越
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
志
望
動
機
書
の
作
成
や
面
接
対
策
で

は
、先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ

て
下
さ
り
、
悩
ん
だ
と
き
も
励
ま
し
続
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
自
分

と
向
き
合
う
余
裕
が
生
ま
れ
、
自
分
の

強
み
に
気
付
け
ま
し
た
。

　
約
二
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
猪
苗
代
教

会
の
皆
さ
ん
の
存
在
も
、
本
当
に
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
し
た
。
誰
で
あ
ろ
う
と
温

か
く
迎
え
て
下
さ
る
雰
囲
気
や
、
日
々
の

何
気
な
い
会
話
か
ら
得
ら
れ
る
安
心
感

が
、
受
験
へ
の
不
安
で
落
ち
込
み
そ
う
な

私
を
い
つ
も
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
試
験
当
日
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
自
分
の
力
を
出
し
切

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
の
知
ら
せ
を

受
け
た
時
は
そ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
っ
た

喜
び
と
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
志
望
校
合
格
は
、
高
校
三
年

間
の
小
さ
な
頑
張
り
の
積
み
重
ね
と
、
多

三
年
A
組

小
野

　ひ
よ
り

　（若
松
三
中
）

仲
間
と
乗
り
越
え
た
大
学
受
験

　　東北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　経
済
学
部  

　

   

合
格

　
様
々
な
分
野
に
興
味
が
あ
り
志
望
校
の

決
定
に
悩
ん
だ
私
は
、
そ
の
悩
み
を
抱
え

た
ま
ま
気
が
つ
く
と
三
年
生
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
受
験
校
を
決
定
す
る
事
が
で
き

た
き
っ
か
け
は
夏
に
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
東
北
学
院
大
学
を

訪
れ
た
私
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
雰
囲

気
や
体
験
授
業
の
興
味
深
さ
、
先
生
や

三
年
Ｂ
組

五
十
嵐

　功

　（若
松
一
中
）

地
道
な
努
力
が
導
い
た
法
学
の
道

　東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　法
学
部

　

 

　合
格

　
お
か
げ
さ
ま
で
私
は
こ
の
度
、
東
北
学

院
大
学
法
学
部
に
合
格
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
進
路
の
実
現
に
向
け
て
私
が
意
識

し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

休
ま
ず
学
校
に
通
う
事
、
定
期
考
査
で

少
し
で
も
良
い
点
を
取
る
た
め
に
努
力
す

る
事
、
そ
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
経
験
を
積
む
事
で
す
。
毎
日

の
学
校
生
活
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
目
の

前
の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
事
が
自
分

の
力
に
な
る
と
信
じ
て
行
動
し
て
き
ま
し

た
。

　
放
課
後
の
小
論
文
講
座
や
自
宅
で
の

試
験
対
策
を
続
け
迎
え
た
受
験
当
日
、

試
験
会
場
に
は
多
く
の
受
験
生
が
集
ま

り
、
そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
強
い
緊

張
感
を
覚
え
ま
し
た
。
小
論
文
試
験
で

は
課
題
文
を
要
約
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
七
百
字
程
度
で
意
見
を
述
べ
る
問
題
が

出
題
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
難
解
だ
っ

た
た
め
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
く
表
現

す
る
事
や
、
意
見
を
論
理
的
に
ま
と
め
る

難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
が
、
自
分

な
り
に
工
夫
を
重
ね
て
書
き
終
え
た
時
に

は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
進
学
後
は
法
学
に
関
す
る
専
門

知
識
を
深
め
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
や
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
法
を
学
ぶ
者
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り

良
い
未
来
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

三
年
B
組

藁
谷

　憂
柊

　（若
松
一
中
）

不
安
を
越
え
て
つ
か
ん
だ
内
定

　喜
多
方
ふ
る
さ
と
振
興
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
卒
業
後
の
進
路
を
ど
う
す
る
か
長
い
間

悩
ん
で
い
た
私
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
の

ご
紹
介
が
き
っ
か
け
で
喜
多
方
ふ
る
さ
と

振
興
株
式
会
社
の
受
験
を
決
め
ま
し
た
。

募
集
さ
れ
て
い
る
求
人
数
が
一
名
だ
っ
た

の
で
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
が
、

そ
の
分
、
試
験
当
日
ま
で
受
験
勉
強
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
面
接
練
習
で
は
面
接
官
を
担
当
し
て

頂
い
た
先
生
か
ら
、
緊
張
の
せ
い
で
う
ま

く
言
葉
を
出
せ
て
い
な
い
事
や
、
志
望
動

機
に
入
社
に
対
す
る
思
い
が
あ
ま
り
強
く

感
じ
ら
れ
な
い
等
、
厳
し
い
指
摘
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
度
も
練
習
を
重
ね

な
が
ら
修
正
し
、
少
し
で
も
思
い
が
伝
わ

る
よ
う
に
表
現
を
調
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
作
文
試
験
の
対
策
で
は
、
自
分
の
意

見
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
た
め
、
起
承

転
結
を
意
識
し
て
作
文
を
書
く
練
習
を

続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
受
験
本
番
は
、
緊
張
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
の
お

か
げ
で
全
体
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

自
分
の
思
い
を
面
接
官
に
伝
え
る
事
が
で

き
、無
事
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
進
め
た

就
職
活
動
で
し
た
が
、
周
り
の
先
生
方
が

親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て
下
さ
っ
た
お

か
げ
で
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
の
で
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
今
後
は
環
境
の
変
化
に
少
し
ず
つ
慣
れ

な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
を
忘

れ
ず
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

に
貢
献
で
き
る
社
会
人
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

三
年
Ｃ
組

山
口

　優

　（若
松
二
中
）

も
の
づ
く
り
へ
の
憧
れ
と
挑
戦

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
私
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会

社
を
志
望
し
た
き
っ
か
け
は
、
三
学
年
へ

進
級
後
に
参
加
し
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

し
た
。
そ
こ
で
ト
ヨ
タ
創
業
の
背
景
や
グ

ル
ー
プ
全
体
の
社
会
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
し
、
そ
の
内
容
に
感
銘
を
受

け
た
私
は
、
自
分
も
も
の
づ
く
り
に
関
す

る
仕
事
を
通
し
て
社
会
貢
献
を
果
た
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
少
し
で
も
良
い
印
象
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
何
時
間
も
か
け
て
履
歴

書
を
丁
寧
に
完
成
さ
せ
た
り
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
や
先
生
方
に
協
力
を
お
願
い
し
て
回

答
に
自
信
が
持
て
る
ま
で
何
度
も
面
接
練

習
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
な
ど
、
と
に
か

く
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。
決
し
て
大
げ
さ

で
は
な
く
、
今
回
の
受
験
勉
強
は
人
生
で

最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
迎
え
た
試
験
当
日
。
試
験
会

場
に
は
二
十
名
程
の
受
験
生
が
い
ま
し

た
。
さ
す
が
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
面
接

の
回
答
が
挙
手
制
だ
っ
た
の
で
誰
よ
り
も

早
く
手
を
挙
げ
、
分
か
り
易
く
答
え
る

よ
う
意
識
し
ま
し
た
。
試
験
後
は
緊
張

が
一
気
に
解
け
て
ど
っ
と
疲
れ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
無
事
良
い
結
果
を
頂
く
事
が
で

き
、
努
力
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
の
夢
は
周
り
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
社

会
人
に
な
っ
て
活
躍
す
る
事
で
す
。
そ
の

達
成
の
た
め
に
毎
日
の
仕
事
を
通
じ
て
技

術
力
や
人
間
力
を
磨
き
、
会
社
の
一
員
と

し
て
懸
命
に
働
い
て
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ

れ
る
存
在
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
社
会
貢
献
し
た
い

と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

三
年
Ｃ
組

斎
藤

　桜
良

　（若
松
四
中
）

重
機
整
備
士
と
し
て
歩
み
始
め
ま
す

　株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ       
　内
定

　
こ
の
度
私
は
地
元
企
業
に
内
定
を
頂

き
、
春
か
ら
重
機
の
整
備
担
当
者
と
し
て

働
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
志
望
企
業
の

内
定
を
得
る
た
め
に
高
校
生
活
を
通
し
て

私
が
心
が
け
た
の
が
機
械
の
基
礎
知
識
を

で
き
る
だ
け
頑
張
っ
て
覚
え
る
事
と
、
い

つ
も
責
任
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
事
で
し

た
。
勉
強
で
は
特
に
工
学
の
授
業
や
実
習

を
大
切
に
し
、
エ
ン
ジ
ン
や
油
圧
装
置
な

ど
重
機
に
関
す
る
専
門
知
識
を
十
分
理

解
で
き
る
ま
で
学
び
、
分
か
ら
な
い
点
は

先
生
や
先
輩
に
質
問
を
し
て
理
解
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
面
接
試
験
対
策
で
は
、
ど
う
し
て
私
が

重
機
の
整
備
士
を
志
望
す
る
の
か
を
面
接

官
の
方
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
先
生
方
に
相
手
を
し
て
頂
き
な
が
ら

何
度
も
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

練
習
し
て
も
当
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
緊

張
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
仙
台
市
内
で
行

わ
れ
た
試
験
本
番
で
は
試
験
会
場
の
近
く

で
お
守
り
を
購
入
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着

け
、
普
段
の
実
力
通
り
に
出
せ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
願
い
が
叶
い
、
無
事
内
定

の
連
絡
を
頂
け
た
時
は
本
当
に
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

　
重
機
の
整
備
は
、
現
場
で
働
く
皆
さ

ん
の
安
全
や
作
業
効
率
に
直
接
関
わ
る
重

要
な
務
め
で
す
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
き

ち
ん
と
自
覚
し
、
入
社
後
も
学
ぶ
姿
勢

を
忘
れ
ず
、
基
本
的
な
安
全
確
認
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
で
す
。
少
し
ず
つ
技
術

を
磨
い
て
現
場
に
貢
献
で
き
る
整
備
士
を

目
指
し
ま
す
。
最
後
に
今
日
ま
で
ご
指
導

下
さ
っ
た
先
生
方
や
支
え
て
く
れ
た
家
族

に
仲
間
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
年
C
組

齋
藤

　詩

 （
喜
多
方
二
中
）

学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
に

日
本
大
学

　
　
　
　
　工
学
部

　
　
　
　

  

合
格

　
私
は
高
校
三
年
間
、
無
遅
刻
・
無
欠

席
を
目
標
に
毎
日
登
校
し
、
定
期
考
査

で
も
で
き
る
だ
け
良
い
成
績
を
取
れ
る
よ

う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
機
械
科
の
専
門

教
科
の
勉
強
は
専
門
用
語
が
多
く
て
特
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ

た
結
果
、
満
足
い
く
成
績
を
取
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
受
験
勉
強
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
小
論

文
対
策
で
し
た
。
普
段
か
ら
長
文
を
書
く

習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
六
百
字
の
原
稿
用

紙
を
埋
め
る
だ
け
で
も
大
変
で
何
度
も
練

習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
面
接
試
験
の
対
策
で
も
苦
労

し
ま
し
た
。
私
は
緊
張
す
る
と
考
え
が
ま

と
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
る
の

で
、
先
生
方
に
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら
何

度
も
模
擬
面
接
を
行
っ
て
対
策
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
大
学
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
研
究
を
行
な
い
た
い
か
を
具
体
的
に

説
明
で
き
る
よ
う
内
容
を
整
理
し
た
り
、

時
事
問
題
の
出
題
に
備
え
て
日
頃
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
観
る
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し

た
。

　
無
事
合
格
す
る
事
が
で
き
た
と
知
っ
た

時
は
本
当
に
嬉
し
く
、
苦
労
が
報
わ
れ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
春
か
ら
大
学
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
専
門
的
な
勉
強
を
し
て
い
く
事

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
三
年
間
と
同
じ
よ

う
に
休
ま
ず
勉
強
し
て
知
識
を
深
め
、
そ

の
知
識
を
社
会
で
の
活
躍
に
繋
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞

　
三
年
Ａ
組
　
小
椋
　
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞
 

　
三
年
Ｃ
組
　
板
倉
　
和
志
（
西
会
津
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
魁
斗
（
河
東
学
園
）

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
 

　
三
年
Ｂ
組
　
高
橋
　
優
空
（
山
都
中
）

会
津
育
英
会
賞
 

　
三
年
Ａ
組
　
小
椋
　
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
船
田
　
雪
華
（
若
松
一
中
）

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
 

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
優
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
佐
藤
　
拓
未
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
村
岡
　
亮
聖
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
魁
斗
（
河
東
学
園
）

福
島
県
高
校
野
球
連
盟
優
秀
選
手
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐
　
悠
斗
（
若
松
原
中
）

三
ヶ
年
皆
勤
賞

　
三
年
Ａ
組
　
野
口
　
侑
楽
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
生
亀
　
橙
志
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
板
倉
　
和
志
（
西
会
津
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
齋
藤
　
詩
（
喜
多
方
二
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
佐
藤
　
拓
未
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
髙
橋
　
杜
愛
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
村
岡
　
亮
聖
（
若
松
五
中
）

二
〇
二
五
年
度

卒
業
生

　受
賞
者
名
簿

く
の
方
々
と
の
出
会
い
の
結
晶
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
受
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
学

び
を
大
切
に
し
、
国
際
的
な
環
境
の
中
で

自
分
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
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先
輩
方
の
印
象
等
、
全
体
的
に
良
い
印

象
を
持
っ
た
事
を
理
由
に
受
験
の
意
志
を

固
め
ま
し
た
。

　
受
験
科
目
と
な
っ
た
小
論
文
試
験
対

策
で
は
、
試
験
前
日
ま
で
放
課
後
に
学
校

に
残
っ
て
担
当
の
先
生
方
か
ら
指
導
し
て

頂
き
ま
し
た
。
私
な
り
に
一
生
懸
命
対
策

し
ま
し
た
が
、
小
論
文
試
験
は
い
わ
ゆ
る

筆
記
問
題
と
違
い
、
自
分
が
獲
得
し
た

点
数
が
明
確
に
分
か
ら
な
い
為
、
本
当
に

大
丈
夫
か
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
力
に
な
っ
た
の
が
一
緒
に
勉

強
し
て
い
る
仲
間
の
存
在
で
し
た
。
辛
く

て
不
安
な
の
は
私
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
同
じ

境
遇
の
仲
間
が
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
事
で

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
無
事
合
格
を

果
た
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
年
間
の
高
校
生
活
を
通
し
て
自
分

を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
自
分
を
発
見
で

き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
で
も
さ
ら

に
自
分
を
成
長
さ
せ
る
事
が
で
き
る
よ

う
、
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
学
び
を
深
め

て
い
き
た
い
で
す
。

三
年
A
組

小
椋

　結
月

　（裏
磐
梯
中
）

感
謝
を
胸
に
　新
た
な
学
び
へ
　

　国
際
基
督
教
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　

 

教
養
学
部

　合
格

合
格
・
内
定
者
の
声

　
私
が
国
際
基
督
教
大
学
（
I
C
U
）

を
志
望
し
た
の
は
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の

中
で
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
、
自
分
の
視

野
を
広
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
推

薦
入
試
の
対
策
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
支
え

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
最
後
ま
で
乗
り
越
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
志
望
動
機
書
の
作
成
や
面
接
対
策
で

は
、先
生
方
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ

て
下
さ
り
、
悩
ん
だ
と
き
も
励
ま
し
続
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
自
分

と
向
き
合
う
余
裕
が
生
ま
れ
、
自
分
の

強
み
に
気
付
け
ま
し
た
。

　
約
二
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
猪
苗
代
教

会
の
皆
さ
ん
の
存
在
も
、
本
当
に
大
き
な

支
え
に
な
り
ま
し
た
。
誰
で
あ
ろ
う
と
温

か
く
迎
え
て
下
さ
る
雰
囲
気
や
、
日
々
の

何
気
な
い
会
話
か
ら
得
ら
れ
る
安
心
感

が
、
受
験
へ
の
不
安
で
落
ち
込
み
そ
う
な

私
を
い
つ
も
励
ま
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
試
験
当
日
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
自
分
の
力
を
出
し
切

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
の
知
ら
せ
を

受
け
た
時
は
そ
れ
ま
で
の
努
力
が
実
っ
た

喜
び
と
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
志
望
校
合
格
は
、
高
校
三
年

間
の
小
さ
な
頑
張
り
の
積
み
重
ね
と
、
多

三
年
A
組

小
野

　ひ
よ
り

　（若
松
三
中
）

仲
間
と
乗
り
越
え
た
大
学
受
験

　　東北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　経
済
学
部  

　

   

合
格

　
様
々
な
分
野
に
興
味
が
あ
り
志
望
校
の

決
定
に
悩
ん
だ
私
は
、
そ
の
悩
み
を
抱
え

た
ま
ま
気
が
つ
く
と
三
年
生
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
受
験
校
を
決
定
す
る
事
が
で
き

た
き
っ
か
け
は
夏
に
参
加
し
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
東
北
学
院
大
学
を

訪
れ
た
私
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
雰
囲

気
や
体
験
授
業
の
興
味
深
さ
、
先
生
や

三
年
Ｂ
組

五
十
嵐

　功

　（若
松
一
中
）

地
道
な
努
力
が
導
い
た
法
学
の
道

　東
北
学
院
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　法
学
部

　

 

　合
格

　
お
か
げ
さ
ま
で
私
は
こ
の
度
、
東
北
学

院
大
学
法
学
部
に
合
格
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
進
路
の
実
現
に
向
け
て
私
が
意
識

し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

休
ま
ず
学
校
に
通
う
事
、
定
期
考
査
で

少
し
で
も
良
い
点
を
取
る
た
め
に
努
力
す

る
事
、
そ
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
経
験
を
積
む
事
で
す
。
毎
日

の
学
校
生
活
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
目
の

前
の
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
る
事
が
自
分

の
力
に
な
る
と
信
じ
て
行
動
し
て
き
ま
し

た
。

　
放
課
後
の
小
論
文
講
座
や
自
宅
で
の

試
験
対
策
を
続
け
迎
え
た
受
験
当
日
、

試
験
会
場
に
は
多
く
の
受
験
生
が
集
ま

り
、
そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
強
い
緊

張
感
を
覚
え
ま
し
た
。
小
論
文
試
験
で

は
課
題
文
を
要
約
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
七
百
字
程
度
で
意
見
を
述
べ
る
問
題
が

出
題
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
が
難
解
だ
っ

た
た
め
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
く
表
現

す
る
事
や
、
意
見
を
論
理
的
に
ま
と
め
る

難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
が
、
自
分

な
り
に
工
夫
を
重
ね
て
書
き
終
え
た
時
に

は
大
き
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
学
進
学
後
は
法
学
に
関
す
る
専
門

知
識
を
深
め
、
社
会
的
な
ル
ー
ル
や
そ
の

在
り
方
に
つ
い
て
深
く
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
法
を
学
ぶ
者
と
し
て
の
責

任
を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り

良
い
未
来
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

三
年
B
組

藁
谷

　憂
柊

　（若
松
一
中
）

不
安
を
越
え
て
つ
か
ん
だ
内
定

　喜
多
方
ふ
る
さ
と
振
興
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
卒
業
後
の
進
路
を
ど
う
す
る
か
長
い
間

悩
ん
で
い
た
私
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
の

ご
紹
介
が
き
っ
か
け
で
喜
多
方
ふ
る
さ
と

振
興
株
式
会
社
の
受
験
を
決
め
ま
し
た
。

募
集
さ
れ
て
い
る
求
人
数
が
一
名
だ
っ
た

の
で
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
が
、

そ
の
分
、
試
験
当
日
ま
で
受
験
勉
強
に

力
を
入
れ
ま
し
た
。

　
面
接
練
習
で
は
面
接
官
を
担
当
し
て

頂
い
た
先
生
か
ら
、
緊
張
の
せ
い
で
う
ま

く
言
葉
を
出
せ
て
い
な
い
事
や
、
志
望
動

機
に
入
社
に
対
す
る
思
い
が
あ
ま
り
強
く

感
じ
ら
れ
な
い
等
、
厳
し
い
指
摘
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
度
も
練
習
を
重
ね

な
が
ら
修
正
し
、
少
し
で
も
思
い
が
伝
わ

る
よ
う
に
表
現
を
調
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
作
文
試
験
の
対
策
で
は
、
自
分
の
意

見
を
分
か
り
易
く
伝
え
る
た
め
、
起
承

転
結
を
意
識
し
て
作
文
を
書
く
練
習
を

続
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
受
験
本
番
は
、
緊
張
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
の
お

か
げ
で
全
体
的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら

自
分
の
思
い
を
面
接
官
に
伝
え
る
事
が
で

き
、無
事
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
進
め
た

就
職
活
動
で
し
た
が
、
周
り
の
先
生
方
が

親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て
下
さ
っ
た
お

か
げ
で
内
定
を
頂
く
事
が
で
き
た
の
で
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
今
後
は
環
境
の
変
化
に
少
し
ず
つ
慣
れ

な
が
ら
、
社
会
人
と
し
て
の
責
任
感
を
忘

れ
ず
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

に
貢
献
で
き
る
社
会
人
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。

三
年
Ｃ
組

山
口

　優

　（若
松
二
中
）

も
の
づ
く
り
へ
の
憧
れ
と
挑
戦

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　内
定

　
私
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
株
式
会

社
を
志
望
し
た
き
っ
か
け
は
、
三
学
年
へ

進
級
後
に
参
加
し
た
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

し
た
。
そ
こ
で
ト
ヨ
タ
創
業
の
背
景
や
グ

ル
ー
プ
全
体
の
社
会
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
き
し
、
そ
の
内
容
に
感
銘
を
受

け
た
私
は
、
自
分
も
も
の
づ
く
り
に
関
す

る
仕
事
を
通
し
て
社
会
貢
献
を
果
た
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
少
し
で
も
良
い
印
象
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
何
時
間
も
か
け
て
履
歴

書
を
丁
寧
に
完
成
さ
せ
た
り
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
や
先
生
方
に
協
力
を
お
願
い
し
て
回

答
に
自
信
が
持
て
る
ま
で
何
度
も
面
接
練

習
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
な
ど
、
と
に
か

く
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。
決
し
て
大
げ
さ

で
は
な
く
、
今
回
の
受
験
勉
強
は
人
生
で

最
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
迎
え
た
試
験
当
日
。
試
験
会

場
に
は
二
十
名
程
の
受
験
生
が
い
ま
し

た
。
さ
す
が
に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
面
接

の
回
答
が
挙
手
制
だ
っ
た
の
で
誰
よ
り
も

早
く
手
を
挙
げ
、
分
か
り
易
く
答
え
る

よ
う
意
識
し
ま
し
た
。
試
験
後
は
緊
張

が
一
気
に
解
け
て
ど
っ
と
疲
れ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
無
事
良
い
結
果
を
頂
く
事
が
で

き
、
努
力
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
の
夢
は
周
り
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
社

会
人
に
な
っ
て
活
躍
す
る
事
で
す
。
そ
の

達
成
の
た
め
に
毎
日
の
仕
事
を
通
じ
て
技

術
力
や
人
間
力
を
磨
き
、
会
社
の
一
員
と

し
て
懸
命
に
働
い
て
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ

れ
る
存
在
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
社
会
貢
献
し
た
い

と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

三
年
Ｃ
組

斎
藤

　桜
良

　（若
松
四
中
）

重
機
整
備
士
と
し
て
歩
み
始
め
ま
す

　株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
オ       

　内
定

　
こ
の
度
私
は
地
元
企
業
に
内
定
を
頂

き
、
春
か
ら
重
機
の
整
備
担
当
者
と
し
て

働
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
志
望
企
業
の

内
定
を
得
る
た
め
に
高
校
生
活
を
通
し
て

私
が
心
が
け
た
の
が
機
械
の
基
礎
知
識
を

で
き
る
だ
け
頑
張
っ
て
覚
え
る
事
と
、
い

つ
も
責
任
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
事
で
し

た
。
勉
強
で
は
特
に
工
学
の
授
業
や
実
習

を
大
切
に
し
、
エ
ン
ジ
ン
や
油
圧
装
置
な

ど
重
機
に
関
す
る
専
門
知
識
を
十
分
理

解
で
き
る
ま
で
学
び
、
分
か
ら
な
い
点
は

先
生
や
先
輩
に
質
問
を
し
て
理
解
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　
面
接
試
験
対
策
で
は
、
ど
う
し
て
私
が

重
機
の
整
備
士
を
志
望
す
る
の
か
を
面
接

官
の
方
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
、
先
生
方
に
相
手
を
し
て
頂
き
な
が
ら

何
度
も
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
ど
ん
な
に

練
習
し
て
も
当
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
緊

張
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
仙
台
市
内
で
行

わ
れ
た
試
験
本
番
で
は
試
験
会
場
の
近
く

で
お
守
り
を
購
入
し
て
気
持
ち
を
落
ち
着

け
、
普
段
の
実
力
通
り
に
出
せ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
後
願
い
が
叶
い
、
無
事
内
定

の
連
絡
を
頂
け
た
時
は
本
当
に
ほ
っ
と
し

ま
し
た
。

　
重
機
の
整
備
は
、
現
場
で
働
く
皆
さ

ん
の
安
全
や
作
業
効
率
に
直
接
関
わ
る
重

要
な
務
め
で
す
。
そ
の
責
任
の
重
さ
を
き

ち
ん
と
自
覚
し
、
入
社
後
も
学
ぶ
姿
勢

を
忘
れ
ず
、
基
本
的
な
安
全
確
認
を
徹

底
し
て
い
き
た
い
で
す
。
少
し
ず
つ
技
術

を
磨
い
て
現
場
に
貢
献
で
き
る
整
備
士
を

目
指
し
ま
す
。
最
後
に
今
日
ま
で
ご
指
導

下
さ
っ
た
先
生
方
や
支
え
て
く
れ
た
家
族

に
仲
間
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
年
C
組

齋
藤

　詩

 （
喜
多
方
二
中
）

学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
に

日
本
大
学

　
　
　
　
　工
学
部

　
　
　
　

  

合
格

　
私
は
高
校
三
年
間
、
無
遅
刻
・
無
欠

席
を
目
標
に
毎
日
登
校
し
、
定
期
考
査

で
も
で
き
る
だ
け
良
い
成
績
を
取
れ
る
よ

う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
機
械
科
の
専
門

教
科
の
勉
強
は
専
門
用
語
が
多
く
て
特
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ

た
結
果
、
満
足
い
く
成
績
を
取
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　
受
験
勉
強
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
小
論

文
対
策
で
し
た
。
普
段
か
ら
長
文
を
書
く

習
慣
が
な
か
っ
た
の
で
六
百
字
の
原
稿
用

紙
を
埋
め
る
だ
け
で
も
大
変
で
何
度
も
練

習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
面
接
試
験
の
対
策
で
も
苦
労

し
ま
し
た
。
私
は
緊
張
す
る
と
考
え
が
ま

と
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
が
あ
る
の

で
、
先
生
方
に
協
力
し
て
頂
き
な
が
ら
何

度
も
模
擬
面
接
を
行
っ
て
対
策
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
大
学
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
研
究
を
行
な
い
た
い
か
を
具
体
的
に

説
明
で
き
る
よ
う
内
容
を
整
理
し
た
り
、

時
事
問
題
の
出
題
に
備
え
て
日
頃
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
観
る
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し

た
。

　
無
事
合
格
す
る
事
が
で
き
た
と
知
っ
た

時
は
本
当
に
嬉
し
く
、
苦
労
が
報
わ
れ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
春
か
ら
大
学
で
こ
れ
ま

で
以
上
に
専
門
的
な
勉
強
を
し
て
い
く
事

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
三
年
間
と
同
じ
よ

う
に
休
ま
ず
勉
強
し
て
知
識
を
深
め
、
そ

の
知
識
を
社
会
で
の
活
躍
に
繋
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
賞

　
三
年
Ａ
組
　
小
椋
　
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

産
業
教
育
振
興
中
央
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
賞
 

　
三
年
Ｃ
組
　
板
倉
　
和
志
（
西
会
津
中
）

福
島
県
産
業
教
育
振
興
会
会
津
支
会
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
魁
斗
（
河
東
学
園
）

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
賞
 

　
三
年
Ｂ
組
　
高
橋
　
優
空
（
山
都
中
）

会
津
育
英
会
賞
 

　
三
年
Ａ
組
　
小
椋
　
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
三
年
Ａ
組
　
船
田
　
雪
華
（
若
松
一
中
）

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
 

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
優
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
佐
藤
　
拓
未
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
村
岡
　
亮
聖
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
山
口
　
魁
斗
（
河
東
学
園
）

福
島
県
高
校
野
球
連
盟
優
秀
選
手
賞

　
三
年
Ｃ
組
　
五
十
嵐
　
悠
斗
（
若
松
原
中
）

三
ヶ
年
皆
勤
賞

　
三
年
Ａ
組
　
野
口
　
侑
楽
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
生
亀
　
橙
志
（
若
松
四
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
板
倉
　
和
志
（
西
会
津
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
井
上
　
賢
吾
（
若
松
一
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
齋
藤
　
詩
（
喜
多
方
二
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
佐
藤
　
拓
未
（
一
箕
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
髙
橋
　
杜
愛
（
若
松
五
中
）

　
三
年
Ｃ
組
　
村
岡
　
亮
聖
（
若
松
五
中
）

二
〇
二
五
年
度

卒
業
生

　受
賞
者
名
簿

く
の
方
々
と
の
出
会
い
の
結
晶
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
受
験
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
学

び
を
大
切
に
し
、
国
際
的
な
環
境
の
中
で

自
分
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
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２
Ｂ
石
丸
幹
太
（
福
生
二
中
）・
２
Ｂ
岩
﨑
日
煌
（
赤
塚
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
木
村
洸
斗
（
本
郷
中
）・
２
Ｂ
與
儀
達
登
（
那
覇
中
）

　
　
　
２
Ｃ
伊
藤
優
輝
（
鹿
骨
中
）
２
Ｃ
釜
石
麗
恩
（
奥
中
山
中
）

　
　
　
２
Ｃ
森
合
琉
真
（
仁
井
田
中
）

・
会
津
美
里
町
大
俵
引
き

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
飯
島
統
生
（
印
西
中
）

　
　
　
１
Ａ
石
井
蒼
生
（
白
河
南
中
）・
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）

　
　
　
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）・
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）

　
　
　
１
Ｂ
青
柳
　
諒
（
若
松
五
中
）・
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）

　
　
　
１
Ｂ
今
村
充
希
（
新
堂
中
）・
１
Ｂ
加
藤
琉
冴
（
植
田
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）・
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）

　
　
　
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）・
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）・
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）・
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）

　
　
　
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）・
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）

・
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦
東
日
本
大
会
２
０
２
５
〔
天
栄
村
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ｂ
青
柳
　
諒
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）・
１
Ｂ
今
村
充
希
（
新
堂
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）

　
　
　
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）・
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）

　
　
　
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）

　
　
　
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
２
Ａ
要
　
隼
（
下
郷
中
）・
２
Ａ
吉
田
凛
桜
（
深
川
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
石
丸
幹
太
（
福
生
二
中
）・
２
Ｂ
井
ノ
川
陽
太
（
羽
村
三
中
）

　
　
　
２
Ｂ
猪
股
叶
夢
（
鳴
峰
中
）・
２
Ｂ
大
城
勇
也
（
美
東
中
）

　
　
　
２
Ｂ
木
村
洸
斗
（
本
郷
中
）・
２
Ｂ
水
村
劉
之
介
（
金
子
中
）

　
　
　
２
Ｂ
吉
田
海
刀
（
羽
村
三
中
）・
２
Ｃ
釜
石
麗
恩
（
奥
中
山
中
）

　
　
　
２
Ｃ
渡
部
智
大
（
会
北
中
）

【
応
援
団
】

▼
野
球
部
大
会
　
応
援
演
奏

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
六
十
六
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

・
第
一
〇
七
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会

・
第
四
十
八
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会

▼
地
域
交
流
活
動

・
會
津
酒
音
祭 

１
０
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
〔
鶴
ヶ
城
二
の
丸
市
民
公
園
〕

・
会
津
若
松
警
察
署 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式
〔
会
津
若
松
駅
前
〕

・
磐
梯
熱
海
つ
る
り
ん
こ
祭
り
〔
郡
山
市
〕

　
　
　
１
Ｂ
大
野
瑞
葉
（
若
松
三
中
）・
１
Ｃ
高
橋
雅
市
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
２
Ａ
角
田
愛
琥
（
高
田
中
）・
３
Ｂ
大
野
雪
葉
（
若
松
三
中
）

　
　
　
３
Ｂ
深
野
聖
愛
（
若
松
一
中
）

▼
そ
の
他

・
日
本
基
督
教
団

　
　
東
北
教
区
夏
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
１
Ａ
小
林
　
勝
・
１
Ａ
水
野
蓮
太
郎

　
　
　
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
・
１
Ｂ
横
田
琴
華

　
　
　
１
Ｂ
吉
川
　
唯

・
日
本
基
督
教
団 

東
北
教
区
冬
季
中
高
生
・
青
年
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
１
Ｂ
横
田
琴
華
・
１
Ｂ
吉
川
　
唯

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
会
津
地
区
予
選
　
優
勝

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
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機械科
自動車コース

普通科

　
2
0
２
5
年
度
　
部
活
動
等
　
活
動
実
績
（
一
部
抜
粋
）

【
野
球
部
】

▼
大
会
成
績

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
準
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
春
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
出
場

・
第
六
十
六
回
　
春
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
ベ
ス
ト
４

・
第
一
〇
七
回
　
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
福
島
大
会
　
準
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
会
津
支
部
予
選
　
優
勝

・
第
七
十
七
回
　
秋
季
高
等
学
校
野
球
福
島
県
大
会
　
ベ
ス
ト
８

・
第
四
十
八
回
　
秋
季
全
会
津
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
　
優
勝

・
福
島
県
高
等
学
校
野
球
連
盟
　
選
抜
交
流
試
合
　
福
島
県
選
抜
選
手

　
　
３
Ａ
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

・
会
津
若
松
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
全
部
員
参
加

・
能
登
半
島
地
震
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〔
石
川
県
輪
島
市
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
石
井
蒼
生
（
白
河
南
中
）

　
　
　
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）・
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）

　
　
　
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）・
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）

　
　
　
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）・
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）・
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）

　
　
　
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）・
１
Ｂ
小
原
萌
愛
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
一
柳
太
克
（
下
郷
中
）・
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）

　
　
　
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）・
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）

　
　
　
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）・
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）

　
　
　
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
長
谷
川
陽
太
（
喜
多
方
三
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）

・
中
ノ
沢
温
泉
こ
け
し
祭
り
〔
猪
苗
代
町
〕

　
　
　
３
Ａ
上
武
勇
貴
（
大
船
中
）・
３
Ａ
倉
田
頼
杜
（
戸
越
台
中
）

　
　
　
３
Ａ
三
村
朋
大
（
春
江
中
）・
３
Ｂ
小
林
雄
陽
（
塩
川
中
）

　
　
　
３
Ｂ
佐
藤
龍
斗
（
郡
山
五
中
）・
３
Ｂ
山
本
優
太
（
杉
中
）

　
　
　
３
Ｃ
五
十
嵐
悠
斗
（
若
松
原
中
）・
３
Ｃ
太
田
倖
聖
（
荻
窪
中
）

　
　
　
３
Ｃ
田
原
一
聖
（
具
志
川
中
）　
　
　
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
出
場

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
八
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
戦
三
部
　
優
勝
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

・
第
二
十
回
　
会
津
美
里
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
高
校
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
戦
　
優
勝
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

▼
地
域
交
流
活
動

・
ば
ん
げ
ま
っ
す
ぐ
駅
伝
２
０
２
５
〔
会
津
坂
下
町
〕

　
　
　
全
部
員
参
加

・
磐
梯
熱
海
つ
る
り
ん
こ
祭
り
〔
郡
山
市
〕

　
　
　
全
部
員
参
加

・
会
津
若
松
警
察
署 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式
〔
会
津
若
松
駅
前
〕

　
　
　
１
Ａ
阿
部
正
之
介
（
東
村
山
五
中
）・
１
Ａ
兼
城
遼
吾
（
あ
げ
な
中
）

　
　
　
１
Ａ
菊
池
大
哉
（
福
栄
中
）・
１
Ａ
齋
藤
　
亘
（
若
松
三
中
）

　
　
　
１
Ａ
関
谷
優
太
（
習
志
野
二
中
）・
１
Ａ
平
良
琉
空
（
真
和
志
中
）

　
　
　
１
Ａ
髙
田
翔
太
（
矢
向
中
）・
１
Ａ
髙
橋
秀
斗
（
千
川
中
）

　
　
　
１
Ａ
長
橋
想
芽
（
内
谷
中
）・
１
Ａ
堀
口
夢
月
（
金
旭
中
）

　
　
　
１
Ｂ
川
手
晃
生
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
小
林
遥
力
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
佐
藤
　
樹
（
新
鶴
中
）・
１
Ｂ
菅
野
　
空
（
大
鳥
中
）

　
　
　
１
Ｂ
妹
尾
壮
眞
（
新
北
島
中
）・
１
Ｂ
髙
野
優
翔
（
河
東
学
園
中
）

　
　
　
１
Ｂ
時
枝
優
雅
（
青
梅
西
中
）・
１
Ｂ
新
井
田
奨
太
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
森
　
楓
馬
（
東
北
中
）・
１
Ｂ
八
木
橋
奏
斗
（
喜
多
方
一
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
優
冬
（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
要
　
隼
（
下
郷
中
）

　
　
　
２
Ａ
川
井
源
佑
（
猪
苗
代
中
）・
２
Ａ
桑
名
　
駿
（
西
袋
中
）

　
　
　
２
Ａ
英
　
大
翔
（
草
加
中
）・
２
Ａ
眞
山
庸
寛
（
岡
津
中
）

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
１
６

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
　
会
津
地
区
大
会
　
優
勝

・
令
和
七
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
会
津
地
区
大
会
　
優
勝

・
令
和
七
年
度
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
１
６

・
二
〇
二
五
年
度
　
全
会
津
男
女
総
合
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
兼 

第
三
十
二
回
百
井
杯 

兼 

第
二
回
松
井
杯
　
第
３
位

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
　
会
津
地
区
大
会

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
３
位

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
８

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）・
３
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
１
６

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）・
３
Ａ
小
椋
結
月
（
裏
磐
梯
中
）

　
　
　
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
一
回
　
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
学
校
対
抗
戦
　
出
場

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
八
回
　
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

　
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
出
場

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）・
３
Ｂ
東
海
林
り
あ
（
若
松
四
中
）

・
第
七
十
三
回
　
全
会
津
秋
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
三
部
　
優
勝

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

・
第
二
十
回
　
会
津
美
里
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
　
高
校
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
優
勝

　
　
　
３
Ｂ
小
野
里
優
恵
（
若
松
四
中
）

【
卓
球
部
】

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

　
　
会
津
地
区
予
選
　
卓
球
競
技
　
県
大
会
進
出

　
　
　
２
Ｂ
　
小
熊
優
斗
（
若
松
一
中
）

・
第
六
十
二
回
　
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
　
卓
球
競
技
　
出
場

　
　
　
２
Ｂ
　
小
熊
優
斗
（
若
松
一
中
）

【
日
本
泳
法
部
】

・
全
会
津
春
季
室
内
選
手
権
　
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
優
勝
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

・
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
　
会
津
地
区
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
２
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
・
全
会
津
総
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
水
泳
競
技
大
会

　
　
　
５
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
優
勝
　
１
Ｃ
　
星
野
　
唯
人
（
若
松
五
中
）

　
　
　
　
　
３
位
　
１
Ａ
　
宮
崎
　
哉
輔
（
一
箕
中
）

　
　
　
４
×
５
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
優
勝

　
　
　
４
×
５
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
３
位

【
特
設
ボ
ク
シ
ン
グ
部
】

・
第
五
十
二
回
　
東
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

　
　
少
年
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
三
位

　
　
　
２
Ｃ
　
神
﨑
　
星

・
第
三
十
七
回
　
東
北
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
新
人
体
育
大
会

　
　
男
子
一
部
　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
　
二
位

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
】

・「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
　
福
島
県
普
及
運
動
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
１
Ａ
竹
谷
　
椛
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
菊
地
結
夏
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
五
十
嵐
央
乃
（
下
郷
中
）・
１
Ａ
伊
東
未
織
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
宇
賀
未
結
（
湊
学
園
中
）・
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　
　
　
１
Ａ
吉
田
彩
梨
（
若
松
二
中
）・
１
Ｂ
泉
　
絢
奈
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ｂ
吉
川
　
唯
（
若
松
四
中
）・
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
鈴
木
萌
香
（
猪
苗
代
中
）・
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
２
Ｂ
菊
地
琉
惺
（
河
東
学
園
）

　
　
　
２
Ｂ
鈴
木
蒼
羽
（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
貝
沼
博
揮
（
坂
下
中
）

　
　
　
２
Ｂ
永
井
龍
輝
（
河
東
学
園
）

・
第
三
十
七
回
会
津
若
松
市
鶴
ヶ
城
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
１
Ａ
五
十
嵐
央
乃
（
下
郷
中
）・
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
１
Ａ
吉
田
彩
梨
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ａ
小
林
　
勝
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
水
野
蓮
太
郎
（
若
松
一
中
）

　
　
　
１
Ａ
福
島
　
樹
（
若
松
三
中
）・
１
Ｂ
鈴
木
萌
香
（
猪
苗
代
中
）

　
　
　
１
Ｂ
石
原
心
葉
（
若
松
一
中
）・
１
Ｂ
吉
川
　
唯
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
泉
　
絢
奈
（
若
松
五
中
）・
１
Ｂ
五
百
川
璃
乃
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）・
１
Ｂ
横
田
琴
華
（
若
松
四
中
）

　
　
　
１
Ｂ
渡
部
愛
実
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
辻
澤
夏
葵
（
若
松
二
中
）

　
　
　
１
Ｂ
中
島
百
萌
奈
（
若
松
四
中
）・
１
Ｂ
髙
橋
杏
采
（
河
東
学
園
）

・
会
津
エ
リ
ア
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
１
Ｃ
丹
治
丈
瑠
（
常
葉
中
）・
２
Ａ
遠
藤
聖
和
（
坂
下
中
）

・
第
二
十
四
回
　
会
津
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
１
Ａ
竹
谷
　
椛
（
若
松
一
中
）・
１
Ａ
菊
地
結
夏
（
若
松
五
中
）

　
　
　
１
Ａ
大
庭
七
奈
美
（
坂
下
中
）・
１
Ｂ
鈴
木
萌
果
（
河
東
学
園
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
侑
李
（
一
箕
中
）・
１
Ｂ
渡
部
愛
実
（
一
箕
中
）

　
　
　
１
Ｂ
齋
藤
愛
音
（
磐
梯
中
）・
２
Ａ
遠
藤
聖
和
（
坂
下
中
）

　
　
　
２
Ａ
大
矢
優
空
（
一
箕
中
）・
２
Ｂ
鈴
木
愛
唯
（
北
会
津
中
）

　
　
　
２
Ｂ
帆
苅
柑
奈
（
若
松
一
中
）・
２
Ｂ
湯
田
有
咲
（
一
箕
中
）

【
個
人
参
加
】

・Ｒ
Ｈ
Ｆ
　
立
志
舎
高
校
生
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
　
東
北
大
会

　
　
高
校
生
フ
ィ
ジ
ー
ク
部
門
　
＋
１
７
０
㎝
ク
ラ
ス
　
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）

・Ｒ
Ｈ
Ｆ
　
立
志
舎
高
校
生
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ス
ト
　
東
北
大
会

　
　
オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
　
総
合
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）

・Ａ
Ｐ
Ｆ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

２
０
２
５

　
　
高
校
生
部
門
　
優
勝

　
　
　
3
Ｃ
小
島
　
慶
泰
（
若
松
三
中
）　

● 野球部、夏の甲子園
　 　　　　　　　福島県大会 準優勝！
● 野球部主将が開会式で選手宣誓
● バスケットボール部 全会津Ｖ３達成！
● 国際基督教大学（ICU）などに合格！ 
● 「会津北嶺祭」一般公開で大盛況！
● 台湾研修旅行や現地高校との交流事業など台湾プロジェクト始動！

We shall
          overcome !

北嶺祭一般公開

台湾研修旅行

校内競技大会

私
た
ち
は
、
の
り
越
え
ら
れ
る
！


